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藍野大学大学院看護学研究科試験問題 

【2026 年度入試】 

成育看護学領域 2026 年度入試 第Ⅰ期日程 2025 年 10 月 5 日（日） 

小論文試験 「現代社会における女性の問題をふまえて、助産師の役割を述

べなさい」。 

 

出題意図 

助産師は分娩介助を主とする周産期業務と一般的には思われがちであるが、助産師は

女性の一生をサポートする専門職である。現代社会では女性を取り巻く環境は複雑化し

ている中、助産師として、「医療職」かつ「社会的役割を担う専門職」として、現代社会

の問題に向き合い、社会構造・制度・文化等、幅広い視点から分析し、実践的・具体的な

役割を考察し、自己を問い直す機会をねらいとしている。 

 

 

 

精神看護学領域 2026 年度入試 第Ⅰ期日程 2025 年 10 月 5 日（日） 

小論文試験 「身体合併症をもつ精神障害者に対する包括的看護支援につ

いて、精神看護師の役割と課題を述べてください。」 

出題意図 

精神障害者の高齢化に伴い身体合併症を有する精神障害者は増加している。本テーマ

は、身体合併症を有する精神障害者に対する看護実践において、精神科看護師が果たすべ

き役割を多面的に捉え、身体面と精神面を統合した包括的看護支援のあり方について理

解しているかを問うものである。あわせて、臨床現場で生じやすい課題や制約を踏まえ、

今後の看護実践や体制整備に向けた課題認識と改善の視点を有しているかを評価するこ

とを目的とする。 

 

助産学領域 2026 年度入試 第Ⅱ期日程 2025 年 12 月 21 日（日） 

小論文試験 「少子化時代における助産師の役割」について述べよ。 

出題意図 

 少子化時代においては、ややもすると役割の減少と見てしまう恐れもある。しかし、助

産の役割を量の減少を質的転換として捉える視点を用い合わせているか、さらには、助産

師を「周産期専門職」から「女性の健康支援専門職」へと本来の女性の一生をサポートす

る概念が理解できているかを問うこととした。 

 

※専門科目（母性看護学）の試験問題は 7P 以降参照 
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地域保健看護学領域 2026 年度入試 第Ⅱ期日程 2025 年 12 月 21 日（日） 

小論文試験 現代の児童生徒には、「肥満・痩身」、「生活習慣の乱れ」、「メン

タルヘルスの問題」、「アレルギー疾患の増加」、「性に関する問

題」など、多様な健康課題が生じている。 

現代的な健康課題のうち 1 つを選び、その課題の背景と学校現

場における養護教諭の役割について、あなたの考えを述べなさ

い。 

 

出題意図 

児童生徒が直面する健康課題は、肥満・痩身、メンタルヘルス、生活習慣の乱れ、性に

関する問題など多様であり、その背景には社会的要因や家庭環境、心理的側面が複雑に関

係している。こうした課題を正しく把握し、養護教諭の専門性を論理的に説明できる力を

問う問題を出題した。 

 

看護管理学領域 2026 年度入試 第Ⅱ期日程 2025 年 12 月 21 日（日） 

小論文試験 近年の社会情勢の変化を踏まえた看護管理者の役割について

論じてください。 

出題意図 

社会情勢の変化を踏まえて、拡大・変容する看護管理者の役割について論理的に説明

し、今後の看護管理者に求められるあるべき姿を展望する力を評価する意図がある。詳細

は以下の 4 点である。 

１．社会情勢の変化に関する問題意識 

近年の社会情勢の変化を単なる医療を取り巻く環境の一つの知識としてではなく、

看護管理にどのような影響を及ぼすのかを分析する力を評価する。 

２．今の時代の看護管理者のあるべき姿 

看護管理者の役割は固定的なものではなく、社会情勢の変化に応じて拡大・変容して

いる。今の時代に求められる看護管理者のあるべき姿を、自分の言葉で再構築・説明

する力を評価する。 

３．論理的思考と論述力 

社会情勢をどのように把握しているか、看護管理上の課題、それらと看護管理者の役

割との関連づけ、自身の考えの主張という小論文の内容から、周辺の複数の要素を整

理し論理的に結び付けて論じる力を評価する。 

４．実務と学術的視点を統合する力 

看護管理の実務経験を単なる経験としてではなく社会情勢の変化と組織論・マネジ

メント論などと結び付けて考察する力、つまり実務と学術的視点がどのように統合で

きているかを評価する。 
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地域保健看護学領域 2026 年度入試 第Ⅲ期日程 2026 年 3 月 7 日（土） 

小論文試験 健康日本 21 の第 3 次計画において、健康寿命の延伸・健康格

差の縮小が目標に掲げられています。この計画では、ライフコ

ースアプローチにより様々な世代での健康づくりを推進する、

女性の健康づくりに関することが明記されました。あなたが考

える現状及び課題と課題を解決する方法について述べなさい。 

出題意図 

少子高齢化が進む中、健康寿命の延伸は重要である。健康づくりは、様々な組織・分野の

連携協働が重要であり、多角的な視点から課題を考え、課題解決の方法を検討する視点が

必要である。受験者の学習・体験に基づき、課題と解決方法を述べられるかを問う。 
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【2025 年度入試】 

成人・高齢者看護学領域 2025 年度入試 第Ⅱ期日程 2024 年 12 月 14 日（土） 

小論文試験 以下の①～③のテーマのうち、1 つを選択し、 

800 字以上であなたの考えを述べなさい。 

①あなたの考える高齢者の認知症予防策について述べなさ

い。 

②あなたの考える高齢者の誤嚥性肺炎予防策について述べな

さい。 

③あなたの考える高齢者のフレイル予防について述べなさ

い。 

出題意図 

 高齢者の諸問題に関する知識を踏まえて、それらを解決するための方策を論じること

により、知識および論理的思考力について問うものである。 

 

 

成人・高齢者看護学領域 2025 年度入試 第Ⅱ期日程 2024 年 12 月 14 日（土） 

小論文試験 問題 1.「慢性病患者の看護実践において、対象のもつ生活史

を尊重したケアを実践していく重要性について、あなたの考

えを 400 字以内で述べて下さい。」 

 

問題 2.  「対象の価値観を尊重するとはどういうことかを説明

した上で、あなたの実践領域における課題をあげ、その課題を

解決するための方略について、800 字以上であなたの考えを

述べて下さい。」 

出題意図 

問題１ 

 この設問の出題意図は、慢性病看護における生活史（ライフヒストリー）を踏まえた上

で看護を考えられているか、またそれを自分の言葉で論理的に説明できるかを評価する

ことである。具体的には、①慢性病は治療と生活が長期に共存する特徴があるため、疾患

管理だけでなく、生活全体への支援が重要であるという慢性病看護の本質理解をしてい

るか。②生活史（ライフヒストリー）という言葉を具体的に捉えられているか。③対象の

個別性や尊厳を尊重するという視点を持っているか。④看護実践への影響について論理

的に述べられているかである。 

 

問題 2 

 この設問の出題意図は、看護職として価値観を尊重することの本質的理解、自分の実践
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領域を踏まえた課題分析力、現実的で論理的な課題解決の方略を立案できる力、について

評価することである。 

 

 

成育看護学領域 2025 年度入試 第Ⅲ期日程 2025 年 2 月 8 日（土） 

小論文試験 被虐待児支援における看護の役割について述べなさい。 

出題意図 

本問題では、近年の児童虐待をめぐる深刻な社会情勢を鑑み、被虐待児およびその家族に

対する看護職の専門性と、支援における多機関連携の在り方について、受験生の洞察力を

問う。 

既存の理論や制度に照らし合わせて整理し、具体的な支援の方向性を論理的に提示でき

る能力を評価する。 

 

看護管理学領域 2025 年度入試 第Ⅲ期日程 2025 年 2 月 8 日（土） 

小論文試験 看護の質保証における看護管理のあり方について、考えを述べ

てください。 

出題意図 

社会情勢の変化を踏まえて、拡大・変容する看護管理者の役割について論理的に説明

し、今後の看護管理者に求められるあるべき姿を展望する力を評価する意図がある。詳細

は以下の 4 点である。 

 

１．社会情勢の変化に関する問題意識 

近年の社会情勢の変化を単なる医療を取り巻く環境の一つの知識としてではなく、

看護管理にどのような影響を及ぼすのかを分析する力を評価する。 

２．今の時代の看護管理者のあるべき姿 

看護管理者の役割は固定的なものではなく、社会情勢の変化に応じて拡大・変容して

いる。今の時代に求められる看護管理者のあるべき姿を、自分の言葉で再構築・説明

する力を評価する。 

３．論理的思考と論述力 

社会情勢をどのように把握しているか、看護管理上の課題、それらと看護管理者の役

割との関連づけ、自身の考えの主張という小論文の内容から、周辺の複数の要素を整

理し論理的に結び付けて論じる力を評価する。 

４．実務と学術的視点を統合する力 

看護管理の実務経験を単なる経験としてではなく社会情勢の変化と組織論・マネジ

メント論などと結び付けて考察する力、つまり実務と学術的視点がどのように統合で

きているかを評価する。 
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【2024 年度入試】 

災害看護学領域 2024 年度入試 第Ⅰ期日程 2023 年 10 月 10 日（火） 

小論文試験 災害時に一般市民が病院に期待していることを概説し、どのよ

うな対策をたてておくべかを説明してください。 

出題意図 

①市民目線で災害医療が捉えられているのか、②災害医療における病院の役割を 「平時か

ら発災時、その後まで」俯瞰的に考えられているか、③看護部、看護師の行う役割が述べ

られているか等複数あります。 

 

 

感染管理学領域 2024 年度入試 第 1 期日程 2023 年 10 月 10 日（火） 

小論文試験 問 1. 

代表的な薬剤耐性菌（細菌）を一例挙げ、耐性対象となる抗生

物質や感染症、特徴等記述しなさい。また、その細菌の性状に

基づく感染管理の注意点について考察しなさい。 

 

問 2. 

薬剤耐性菌（細菌）が示す、耐性機序について概説しなさい。 

 

出題意図 

問 1 

感染管理学領域において必須となる、感染症および感染管理に関する基礎的知識を有す

るか評価する。 

 

問 2 

薬剤耐性菌を対象とした実験研究の遂行に必要な知識を理解し、それらを論理的に整理

して記述・説明する能力を評価する。 
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令和８年度 藍野大学大学院 看護学研究科 看護学専攻 助産学領域 

入学試験問題 

受験番号               氏名                 

【 問題 1 】  

「 胎児の産道通過機序 」 について、解答用紙に述べよ。 

 

 

【 問題 2 】  

法律名を      から選び、（①）～（⑨）に記号で記入しなさい。ただし、記号は何度使用して

も構わない。 

（  ①  ）  ———  産前産後の休業    

（  ②  ）  ———  就業しつつ子を養育することを容易にする措置   

（  ③  ）  ———  育児休業の取得    

（  ④  ）  ———  妊産婦に係る危険有害業務の就業制限  

（  ⑤  ）  ———  育児時間       

（  ⑥  ）  ―——  婚姻や妊娠、出産をするときの解雇禁止                   

（  ⑦  ）  ―——  妊娠中の健康診査を受けるための時間確保   

（  ⑧  ）  ―——  生理日の休暇     

（  ⑨  ）  ―——  3 歳未満の子を養育する場合１日の所定労働時間を６時間とする  

 

a.労働基準法  b.母体保護法  c.男女雇用機会均等法  d.育児・介護休業法   

e.母子保健法   

 

 

【 問題 3 】  

正常な経過をたどる妊婦の生理的変化について正しいのはどれか。 

(1) 収縮期血圧、拡張期血圧ともに軽度上昇する。  

(2) 酸素消費量が約 30％増加する。 

(3) 血漿量は妊娠 32 週ころに最高値を示し、非妊時より約 40～50％増加する。  

(4) 糸球体濾過量（GFR）は、妊娠初期から約 60％増加する。 

 

 

【 問題 4 】 

妊婦健康診査について正しいのはどれか。  

(1) 妊娠 26～35 週までは２週間に 1 回の受診が推奨されている。 
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(2) 経腹的超音波検査は毎回必ず実施すべき検査項目である。  

(3) 妊娠 8 週以降の健診では、毎回胎児心拍数を聴取する。 

(4) 妊娠２０週以降では子宮底長・腹囲を毎回測定する。 

 

 

【 問題 5 】 

妊娠中のマイナートラブルとその原因の組合せで誤っているのはどれか。 

(1) 腰背部痛 ――― リラキシン  

(2) 静脈瘤 ―――― エストロゲン  

(3) 便秘 ――――― プロゲステロン  

(4) つわり ―――― ヒト絨毛性ゴナドトロピン（hCG） 

 

 

【 問題 6 】 

A さん（31 歳、初産婦）は、妊娠 38 週０日の妊婦健診で、ベッド上にて NST を行っていた。  

NST 開始後 30 分時、吐き気、発汗、息切れを訴え、顔面蒼白となった。  

最も考えられるものはどれか。 次の（1）～（5）の中から選びなさい。 

(1) 常位胎盤早期剥離 

(2) 妊娠高血圧症候群  

(3) 過換気症候群 

(4) HELLP 症候群 

(5) 仰臥位低血圧症候群 

 

 

【 問題 7 】 

以下は、胎児の特徴と新生児が胎外生活に適応する過程に関して述べた文章である。①～⑪

に適切な語句を書きなさい。 

胎児は（ ① ）を介してガス交換を行っている。胎児の肺内は（ ② ）で満たされている。 

（ ③ ）を通過する際、胸郭には 100cmH₂O の圧が加わり、成熟時では約 30ｍｌの（ ② ）

が気道から口腔内へ排出される。帝王切開術で出生した新生児は、（ ③ ）を通過せず、

（ ② ）の吸収が遅延する可能性があり、（ ④ ）という呼吸障害となるリスクが高い。その一

方で、胎児低酸素状態に陥り、迷走神経反射の亢進と肛門括約筋の弛緩により羊水中に胎便

が排出され、混濁した羊水を気道内に吸引することで起こる（ ⑤ ）という呼吸障害もある。  

新生児の肺胞表面の水分と空気の界面には、（ ⑥ ）による被覆層が形成されており、表面

張力で肺胞がつぶれないようにしている。早産児では、（ ⑥ ）の不足により、多呼吸、呻吟、

陥没呼吸、チアノーゼなどを症状とする（ ⑦ ）という呼吸障害となる可能性が高い。  
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新生児は１回換気量が少なく、その代償のため成人より（ ⑧ ）が多くなる。呼吸パターンは

生後しばらく不規則で、生理的に呼吸休止がみとめられ、これを（ ⑨ ）という。  

肺呼吸により動脈血酸素分圧 PaO₂は上昇し、肺血管抵抗の低下もたらす。その結果、肺血

流量はさらに増加し、左房内圧が上昇することで（ ⑩ ）は、生後数分で機能的に閉鎖する。次

に、PaO₂の上昇により（ ⑪ ）が生後 15 時間前後に閉鎖する。 

 

 

【 問題 8 】分娩期の経過を以下に示す。次の（1）～（3）について答えなさい。 

A さん(30 歳、経産婦)は、妊娠 41 週 6 日、19 時に陣痛発来し、21 時に病院へ入院し

た。「少しずつ痛みが強くなっています。水っぽいおりものがお昼頃から増えた気がします。」と

訴えた。 

入院時 

 内診所見は、子宮口 6cm 開大、展退度 80％、児頭下降度-1、子宮口の硬さ 軟、子宮口の

位置 中央 であり、胎胞が触れた。内診時に透明水溶性の膣分泌液がみられ、BTB 試験紙は

黄色から青色に変色した。 

胎児モニタリング所見は、陣痛周期 5～6 分、陣痛持続時間 40～50 秒、胎児心拍数基線 

140ｂｐｍ、胎児心拍数基線細変動 10～15ｂｐｍ、一過性頻脈 2 回/40 分、一過性徐脈 1

回/40 分（陣痛発作と同時に 110ｂｐｍまで 15 秒程度で急激に下降し、20 秒後開始時と同

じように急激に回復した）。 

その後 

 A さんは妊娠 42 週 0 日の 0 時 15 分に子宮口が全開大し、0 時 43 分に 3472ｇの男児

を娩出した。胎盤娩出直後から血塊を伴う出血がみられ、血圧 105/60ｍｍＨｇ、脈拍 96 回

/分、ＳｐＯ₂ 98％であった。分娩時出血量は、780ｍｌであった。会陰裂傷Ⅱ度であり、裂傷部

位を止血縫合した。 

 

(1) 入院時の助産師の判断で正しいものを全て選びなさい。 

a. 過期産の時期である。 

b. ビショップスコアは 9 点である。 

c. 分娩第Ⅰ期の活動期である。 

d. 一過性徐脈は変動一過性徐脈である。 

e. 破水している。 

 

(2) 胎盤娩出後のショックインデックス（SI）を計算しなさい。ただし、少数第三位を四捨五入

すること。 
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(3) 胎児付属物について、①～⑧に正しい語句・数字を      から選んで入れなさい。た

だし、語句・数字は何度使用しても構わない。 

a. 胎盤の重量は胎児のおよそ（  ①  ）分の 1 である。 

b. 臍帯は臍帯動脈（  ②  ）本、臍帯静脈（  ③  ）本が、ワルトン膠質で包まれてい

る。 

c. 卵膜は内側（胎児側）から（  ④  ）、（  ⑤  ）、（  ⑥  ）の 3 つの膜で構成され

ている。 

d. 胎盤剥離徴候のうち、臍帯に装着したコッヘル鉗子が 10cm 以上下降するものを

（  ⑦  ）徴候という。 

e. 胎盤の辺縁から剥離がおこり、胎盤の下端が先進し、母体面から娩出される様式を

（  ⑧  ）様式という。胎盤娩出後血種を流出しながら排出される。 

1   2   3   4   5   6   7   8   9   10   11   12   13   14 

キュストネル   シュルツェ   アールフェルド   ダンカン   シュレーダー    

ストラスマン 

羊膜    網膜    漿膜    脱落膜    臍帯膜    絨毛膜    卵膜    莢膜 

 

 

【 問題 9 】 褥婦の経過を以下に示す。次の（1）～（2）について答えなさい。 

 A さん（42 歳、初産婦）は、産褥 1 日目から母児同室を開始し、自律授乳を行っている。 

産褥 3 日目 

 A さんは「おっぱいが張って少し痛いです。乳首も痛いです。赤ちゃんがよく泣くから、まわり

の人の迷惑になってるかもと焦ってしまいます。授乳の後はお腹も痛くて、辛いです。全然う

まくできなくて自分が情けないです」と、暗い表情で涙を流しながら話した。 

 体温 37.4℃（腋窩温）、血圧 138/88ｍｍＨｇ、脈拍 62 回/分、尿蛋白（±）、ヘモグロビン

値 11.6ｇ/ｄｌ、ヘマトクリット値 34％、両下肢浮腫（+）。子宮底は臍下 3 横指、硬式テニスボ

ール様に触れた。悪露は赤色少量であった。会陰裂傷縫合部に疼痛があり、円座を使用してい

る。 

 乳管開口数は左右 5～6 本、黄白色の乳汁がぽたりとたれるように分泌している。両乳房全

体に緊満がみられるが、硬結はない。両乳頭外側に亀裂がみられる。Ａさんは、児がよく泣いて

から授乳を行っており、児を授乳クッションに寝かせ、前かがみで児の体を支えながら授乳し

ている。児はチュッチュッと音をならして吸啜している。 
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(1) 産褥 3 日目のＡさんの状態として、アセスメントとして正しいものはどれか。次の a～e

の中からすべて選びなさい。 

a. 退行性変化は産褥日数相当である。 

b. 進行性変化は産褥日数相当である。 

c. マタニティブルーズが疑われる。 

d. ボンディング障害が疑われる。 

e. 産褥熱が疑われる。 

 

(2) 産褥 3 日目Ａさんへの母乳育児支援で適切なものはどれか。次の a～ｄの中からすべ

て選びなさい。 

a. 乳房が緊満しているので、授乳前に乳輪・乳頭部のマッサージを行う。 

b. 乳頭の亀裂には授乳直前に保湿クリームを塗る。 

c. 夜間授乳は状況に応じ、A さんと相談する。 

d. 直接授乳の方法は適切である。 

 

 

 


